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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ストレッチフィルムの引っ掛かりが良好な平パ
レットを提案する。
【解決手段】荷物の積載面を形成する天板１と、該天板
１の下方で接地面を形成する底板２と、該天板１および
該底板２をそれらのコーナー部、中央部、縁部中間部で
相互に連結する複数本の柱部材３ａ～３ｄ、４、５ａ～
５ｄとを備えた平パレットにおいて、該天板１、該底板
２をコーナー部において連結する隅柱部材３ａ～３ｄは
、湾曲面が付された外側コーナーの外表面に、該隅柱部
材３ａ～３ｄの周りに沿って伸延するとともに該隅柱部
材３ａ～３ｄの軸芯Ｌ１～Ｌ４に沿う向きに間隔を隔て
て配列される少なくとも二本の横リブ７ａ、７ｂを備え
たもので構成する。ストレッチフィルムは、横リブ７ｂ
の端曲げ部、横リブ７ａの湾曲部の全幅にわたって強固
に引っ掛かるため、荷物の搬送中に荷物が大きく揺れる
ことを防止する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　荷物の積載面を形成する天板と、該天板の下方で接地面を形成する底板と、該天板およ
び該底板をそれらのコーナー部、中央部、縁部中間部で相互に連結する複数本の柱部材と
を備えた平パレットであって、
　該柱部材のうち、該天板、該底板をコーナー部において連結する隅柱部材は、湾曲面が
付された外側コーナーの外表面に、該隅柱部材の周りに沿って伸延するとともに該隅柱部
材の軸芯に沿う向きに間隔を隔てて配列される少なくとも二本の横リブを備え、
　該横リブは、いずれのものも外側コーナーの頂部に一致する幅方向中心部を有し、該横
リブのうちの１つについては、該幅方向中心部が最下部に位置する下向き凸状の湾曲形状
からなり、その直下に位置する横リブは、該幅方向中心部が最上部に位置する上向き凸状
の湾曲形状からなることを特徴とする平パレット。
【請求項２】
　前記横リブは、半径３００～５００ｍｍの円弧によって形成されたものであることを特
徴とする請求項１に記載した平パレット。
【請求項３】
　前記横リブは、先端面および底壁面が前記隅柱部材の外側コーナーの外表面と平行であ
り、かつ、縦断面形状が台形状をなすものであることを特徴とする請求項１または２に記
載した平パレット。
【請求項４】
　下向き凸状の湾曲形状からなる横リブは、幅方向の端面を上方へ向ける端曲げ部を有し
、上向き凸状の湾曲形状からなる横リブは、幅方向の端面を下方へ向ける端曲げ部を有す
ることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載した平パレット。
【請求項５】
　下向き凸状の湾曲形状からなる横リブと、上向き凸状の湾曲形状からなる横リブとの相
互間には、各横リブの幅方向の端部を結ぶ直線上の中間位置に、点状をなし、かつ、前記
隅柱部材の外表面から横向き姿勢で外方へ向けて突出する突起を有することを特徴とする
請求項１～４のいずれか１項に記載した平パレット。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、荷物の運搬や保管等に使用される平パレットに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　荷物の運搬や保管等に使用される平パレットは、荷物の載置面を形成する四角形状の天
板と、該天板の下方で接地面を形成する四角形状の底板と、該天板および底板をそれらの
コーナー部、中央部、縁部中間部で相互に連結する複数本の柱部材で構成されている。
【０００３】
　かかる平パレットにより荷物を運搬、保管等するには、荷物を天板の上に載せたのち、
一定幅になる透明または半透明のストレッチフィルムを荷物の上から螺旋状に巻き回して
包装するとともにその一部分を平パレットのコーナー部に引っ掛けて固定保持することに
よって荷物の、運搬、保管時における荷崩れの防止を図っている。
【０００４】
　ところで、従来の平パレットにおいては、搬送時に荷物が大きく揺れたり、フォークリ
フトによる平パレットの持ち上げ時においてフォークの差し込み口に掛かっているストレ
ッチフィルムがフォークリフトのフォークで上方へ押しやられた場合にストレッチフィル
ムの引っ掛かり部分がずれ上がってしまい、荷物の載置姿勢が不安定となって荷崩れを起
こす不具合を有していた。
【０００５】
　ストレッチフィルムの外れ止めに関連する先行技術としては、例えば、特許文献１～４
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に開示された技術が知られており、これによってある程度の改善が図られているものの、
最近では、ずれ止め効果のより高い平パレットの開発が望まれている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特許第４４２８４７４号公報
【特許文献２】特許第３９５４３０３号公報
【特許文献３】特開２００４－１６８３３６号公報
【特許文献４】実開平６－８７２３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の課題は、ストレッチフィルムのずれ止め効果がより高い平パレットを提案する
ところにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、荷物の積載面を形成する天板と、該天板の下方で接地面を形成する底板と、
該天板および該底板をそれらのコーナー部、中央部、縁部中間部で相互に連結する複数本
の柱部材とを備えた平パレットであって、該柱部材のうち、該天板、該底板をコーナー部
において連結する隅柱部材は、湾曲面（Ｒ（アール））が付された外側コーナーの外表面
に、該隅柱部材の周りに沿って伸延するとともに該隅柱部材の軸芯に沿う向きに間隔を隔
てて配列される少なくとも二本の横リブを備え、該横リブは、いずれのものも外側コーナ
ーの頂部に一致する幅方向中心部を有し、該横リブのうちの１つについては、該幅方向中
心部が最下部に位置する下向き凸状の湾曲形状からなり、その直下に位置する横リブは、
該幅方向中心部が最上部に位置する上向き凸状の湾曲形状からなることを特徴とする平パ
レットである。
【０００９】
　上記の構成からなる平パレットにおいて、前記横リブは、半径３００～５００ｍｍの円
弧によって形成されたものであること、
　また、前記横リブは、先端面および底壁面が前記隅柱部材の外側コーナーの外表面と平
行であり、かつ、縦断面形状が台形状をなすものであること、
　また、下向き凸状の湾曲形状からなる横リブは、幅方向の端面を上方へ向ける端曲げ部
を有し、上向き凸状の湾曲形状からなる横リブは、幅方向の端面を下方へ向ける端曲げ部
を有すること、
　さらに、下向き凸状の湾曲形状からなる横リブと、上向き凸状の湾曲形状からなる横リ
ブとの相互間には、各横リブの幅方向の端部を結ぶ直線上の中間位置に、点状をなし、か
つ、前記隅柱部材の外表面から横向き姿勢で外方へ向けて突出する突起を有すること、が
課題解決のための具体的手段として好ましい。
【発明の効果】
【００１０】
　上記の構成からなる本発明の平パレットによれば、ストレッチフィルムの引っ掛かりが
良好であり、平パレット上で荷物の揺れ等が起きてもストレッチフィルムがずれ上がり難
い。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明にしたがう平パレットの外観を模式的に示した斜視図である。
【図２】図１に示した平パレットに荷物を積載するとともにストレッチフィルムで梱包し
た状態を模式的に示した斜視図である。
【図３】図１に示した平パレットにつき、その天板と柱部材とを分断した状態で示した外
観斜視図である。
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【図４】（ａ）（ｂ）は、図１に示した平パレットの要部拡大図であり、（ａ）は、柱部
材の平面を断面で示した図であり、（ｂ）は、柱部材（隅柱部材）の正面を展開状態で示
した図である。
【図５】（ａ）（ｂ）は、図４（ｂ）の要部を拡大して示した図である。
【図６】本発明にしたがう平パレットの他の実施の形態を横リブについて示した図である
。
【図７】（ａ）（ｂ）は、図６の突起を拡大して示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を用いて本発明をより具体的に説明する。
　図１は、本発明にしたがう平パレットの外観を模式的に示した斜視図であり、図２は、
図１に示した平パレットに荷物を積載するとともにストレッチフィルムで梱包した状態を
模式的に示した斜視図であり、図３は、図１に示した平パレットにつき、その天板と柱部
材とを分断した状態で示した外観斜視図である。
【００１３】
　また、図４（ａ）（ｂ）は、柱部材（隅柱部材）の１つについて、その要部を平面、正
面について示した図（図４（ｂ）は、隅柱部材の外側コーナーを展開状態で示した図）で
あり、図５(ａ)（ｂ）は、図４（ｂ）の要部を拡大して示した図である（図５（ｂ）は図
５（ａ）のＡ-Ａ断面図）。
【００１４】
　本発明にしたがう平パレットは、天板、底板およびそれらの相互間に位置する柱部材が
一体成型された合成樹脂製からなるものを基本とするが、天板、底板、柱部材をボルト、
ナットの締結手段を介して連結した組立構造からなるものを適用することも可能であり、
この点については限定されない。
【００１５】
　また、本発明の平パレットは、それ自体を反転させ、天板を底板とする一方、底板を天
板として荷物の運搬、保管を行う使用形態を採用することもできる。この場合、横リブは
、隅柱部材の下部、すなわち、底板に近い位置にも設けられる。
【００１６】
　図１～５における符号１は、荷物の積載面Ｍを形成する四角形状をなす天板、２は、天
板１の下方で接地面を形成する四角形状をなす底板、３ａ～３ｄ、４、５ａ～５ｄは、天
板１および底板２をそれらのコーナー部、中央部、縁部中間部で相互に連結する柱部材で
ある。
【００１７】
　柱部材３ａ～３ｄ、４、５ａ～５ｄは、ここでは、軽量化を目的として中空の筒状体か
らなるものを例として示したが、その形状や構造については適宜変更することができる。
また、柱部材３ａ～３ｄ、４、５ａ～５ｄのうち、天板１、底板２を四隅において連結す
る柱部材（以下、この柱部材を隅柱部材と表記する）３ａ～３ｄは、その外側コーナーに
半径が２０～３０ｍｍ程度の湾曲面（アール）が付されている。
【００１８】
　天板１、底板２については、その表裏において貫通する種々の形状からなる貫通孔を形
成することが可能であり、該天板１および底板２の少なくとも一方の縁部は、柱部材３ａ
～３ｄ、４、５ａ～５ｄの外表面から１ｍｍ程度突出させることができる。
【００１９】
　また、符号６は、柱部材３ａ～３ｄ、５ａ～５ｄの相互間および天板１、底板２の相互
間に形成され、フォークリフトのフォークを挿入する開口部である。開口部６にフォーク
リフトのフォークを差し入れることにより荷物を積載した平パレットの運搬が可能となる
。
【００２０】
　また、７ａ、７ｂは、隅柱部材３ａ～３ｄの外側コーナーの上部に設けられた横リブで
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ある。なお、隅柱部材３ｄについては、横リブ７ａ、７ｂを図示することができないが、
隅柱部材３ａ～３ｃと同様に設けられる。
【００２１】
　この横リブ７ａ、７ｂは、隅柱部材３ａ～３ｄの周りに沿って伸延するとともに、該隅
柱部材３ａ～３ｄの軸芯Ｌ１～Ｌ４に沿う向きに間隔を隔てて配列されるものであって、
いずれの横リブ７ａ、７ｂも外側コーナーの頂部３ａ１～３ｄ１（頂部３ａ１～３ｄ１は
、外側コーナーにおいて最も突き出している部分であって、これを基準にして隅柱部材３
ａ～３ｄを左右に均等に二分する垂直中心線を形成する）に一致する幅方向中心部７ａ１
、７ｂ１を有している（図４（ａ）（ｂ）、図５（ａ）（ｂ）参照）。そして、その形状
は、横リブ７ａについては、該幅方向中心部７ａ１が最下部に位置する下向き凸状の湾曲
形状からなり、その直下に位置する横リブ７ｂは、該幅方向中心部７ｂ１が最上部に位置
する上向き凸状の湾曲形状からなっている。
【００２２】
　また、符号８は、横リブ７ａの幅方向の端部に設けられた端曲げ部、９は、横リブ７ｂ
の幅方向の端部に設けられた端曲げ部である（図４（ａ）（ｂ）、図５（ａ）（ｂ）参照
）。端曲げ部８により横リブ７ａの幅方向の端面７ａ２は上方へ向くことになり、端曲げ
部９により横リブ７ｂの幅方向の端面７ｂ２は下方へ向くことになる。
【００２３】
　上記の如き構成からなる平パレットにおいては、荷物を包装する際に、ストレッチフィ
ルムＦは、横リブ７ｂの端曲げ部９、横リブ７ａの湾曲部の全幅にわたって強固に引っ掛
かるため、荷物の搬送中に荷物が大きく揺れたり、開口部６においてストレッチフィルム
Ｆがフォークリフトのフォークにより上方へ押しやられたとしてもストレッチフィルムＦ
が簡単にずれ上がることはない。
【００２４】
　本発明にしたがう平パレットにおいて、横リブ７ａ、７ｂは、半径Ｒ：３００～５００
ｍｍ程度の円弧によって形成することでき（図５（ａ）参照）、また、その先端面７ａ３
、７ｂ３および底壁面７ａ４、７ｂ４は、隅柱部材３ａ～３ｄの外側コーナーの外表面と
平行であり、かつ、その縦断面形状は台形状とするのが好ましく、これによりストレッチ
フィルムＦとの引っ掛かりがより一層良好となる。
【００２５】
　先端面７ａ３、７ｂ３の寸法（厚さ）ｔ１は、具体的には、４～１０ｍｍ程度に、底壁
面７ａ４、７ｂ４の寸法（厚さ）ｔ２は、６～１０ｍｍ程度に、幅寸法は、幅方向の中心
部を基準とする直線長さＷとして左右それぞれ１５～３０ｍｍ程度（より好ましくは２０
ｍｍ程度（合計で４０ｍｍ程度））に、突出代（出っ張り寸法）Ｋは０．５～１．０ｍｍ
程度に設定し、先端面７ａ３、７ｂ３と側壁が交差する角部には巻き掛けられたストレッ
チフィルムＦの破れを防止する観点から半径１～２ｍｍ程度のアール（ｒ）を付与するこ
とができる。また、横リブ７ａと横リブ７ｂとの間隔ｈについては、幅方向の中心部７ａ
１、７ｂ１を基準にしておおよそ２０～３０ｍｍ（好ましくは、２５ｍｍ程度）とする（
図５（ａ）（ｂ）参照）。なお、上記の直線長さＷは、隅柱部材３ａ～３ｄとその外側コ
ーナー頂部３ａ１～３ｄ１を平面展開図とした場合の寸法である。
【００２６】
　横リブ７ａの設置位置については、ストレッチフィルムＦによる荷物の確実な梱包と該
ストレッチフィルムＦの平パレットへのより確実な引っ掛かりを実現するために、天板１
の上面から垂直距離Ｈにしておおよそ２０～３０ｍｍの範囲（好ましくは２５ｍｍの位置
）に設けるのが好ましく（図４（ｂ）参照）、横リブ７ｂについては、この横リブ７ａを
基準にして設ければよい。
【００２７】
　横リブ７ａ、７ｂは、隅柱部材３ａ～３ｄに一体的に成形されたものであってもよいし
、横リブ７ａ、７ｂを隅柱部材３ａ～３ｄとは別体に設け、それを隅柱部材３ａ～３ｄに
固定したものであってもよい。
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　図６は、本発明にしたがう平パレットの他の実施の形態を横リブ７ａ、７ｂについて模
式的に示した図である。
【００２９】
　この例は、横リブ７ａと横リブ７ｂの幅方向の端部を結ぶ直線Ｎの中間位置Ｎ１に、点
状（ドット状）をなし、かつ、隅柱部材３ａ～３ｄの外表面から横向き姿勢で外方へ向け
て突出する突起１０を設けたものである。
【００３０】
　かかる構成からなる平パレットでは、ストレッチフィルムＦが横リブ７ａ、７ｂだけで
なく該突起１０にも引っ掛かることになるため、ストレッチフィルムＦの平パレットに対
する引っ掛かりがより一層強固となる。
【００３１】
　突起１０としては、隅柱部材３ａ～３ｄから遠ざかるにしたがって連続的に断面積が減
少する錐状体、例えば、縦断面が台形状で、横断面形状が円形で、その突出端に隅柱部材
３ａ～３ｄの外表面と平行な平坦面１０ａを有する図７（ａ）（ｂ）に示すような円錐台
の如き形状を有するものを適用することができる。
【００３２】
　突起１０として図７（ａ）（ｂ）に示すような形状のものを適用する場合、その底面の
径Ｓ１は、６～１２ｍｍ程度に、また、上面の径Ｓ２は、４～１０ｍｍ程度に、さらに、
高さ（厚さ）ｔは、１～５ｍｍ程度とするのがよく、上面と側壁とが交差する角部には巻
き掛けられたストレッチフィルムＦの破れを防止する観点から半径１～２ｍｍのアール（
ｒ）を付与しておくのが好ましい。
【００３３】
　横リブ７ａ、７ｂについては、これを一組として複数組設けることも可能であり、この
点については、とくに限定されない。
【産業上の利用可能性】
【００３４】
　本発明によれば、ストレッチフィルムの引っ掛かりがより一層強化された平パレットが
提供できる。
【符号の説明】
【００３５】
１　　　天板
２　　　底板
３ａ～３ｄ、４、５ａ～５ｄ　柱部材
６　　　開口部
７ａ、７ｂ　横リブ
８、９　　端曲げ部
１０　　突起
Ｆ　　　ストレッチフィルム
Ｌ１～Ｌ４　軸芯
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